
エンジ先生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作／夢前黎
　

登場人物

　　　　　　　エンジ先生　　　　　長谷川（女子）　　　　　園部（男子）


抽象舞台。というか何もなくていい。

長谷川と園部がいる。長谷川は立って部屋の飾り付けをしているが、園部は座って本を読んでニヤニヤしている。その本はオタク向けの本（できれば幼女系）である。

長谷川
あー、あと３分でエンジ先生来ちゃうよー。（園部をちらりと見る）
園部
んふふふっ。（本を見て笑っている）

長谷川
飾り付け間に合うかなあ……。（またちらり）
園部
幼女萌えー♡

長谷川
あー忙しい忙しい。（もう見ない）
園部
……手伝おうか？

長谷川
今さらですか。もういいです。園部くんは一人でエロ本でも読んでてください。

園部
これはエロ本じゃないよ！ 萌えとエロを一緒にしてもらっちゃ困る。

長谷川
ロリコンですね。

園部
（平然と）ああ、ロリコンだよ。何か？

長谷川
いいえ。だからエンジ先生のお別れ会に来てくれたのかなって。他の人は、誘っても来てくれなかったんです。エンジ先生、今日で退職だって言うのに。
園部
エンジ先生は素晴らしいよ。ロリコンにとっちゃあ夢の先生だね。何てったって、園児型のアンドロイドなんだからね！ 永遠の幼稚園児、ああ何て素晴らしい！

長谷川
どうして、教師アンドロイドなのに、幼稚園児の姿で製造されたんでしょうね。

園部
そりゃあ、みんなに夢を与えるためだよ。

長谷川
「ロリコンの」みんなに、でしょ？

園部
ロリコンじゃなくたって、幼稚園児見てたらほのぼのするじゃない。

長谷川
しません。

園部
え、もしかして長谷川さん、子供嫌いなの？

長谷川
どちらかと言えば、そうですね。子供を見てるとイライラします。あの夢に輝く瞳。未来への希望に満ちた笑顔。何も知らないで、能天気にはしゃいでいる愚かな姿……。虫唾が走りますね☆（笑顔）
園部
（ちょっとビビってる）それ「どちらかと言えば」とかいうレベルじゃないよ、完全に子供嫌いだよ……。じゃあ何でエンジ先生のお別れ会の主催者なんてやってるのさ。学級委員長だったから？

長谷川
そうです。退職する先生のためにお別れ会を開くのは、生徒の義務ですから。
園部
そんなもんか。

長谷川
ただやはり……。参加者２名と言うのは、淋しいですね。

園部
エンジ先生、人気なかったもんね。

長谷川
電子頭脳がイカれちゃったのか、ボケてましたし。

園部
ウザいキモいっていじめられて。

長谷川
それでも数分後には、全部忘れてケロッと復活。

園部
良く言えば、いじめられても、生徒を恨んだり恐れたりしない先生だったよな。……あ、噂をすれば。

派手派手なダンスミュージック。エンジ先生登場。
エンジ
はーい、えぶりばでぃー、げんきー？

生徒たち
エンジ先生！

エンジ
みんなのアイドル登場だよーっ！……って、二人だけ？

長谷川
え、えっと、これは……。

園部
まだみんな来てないんですよ。さっ、エンジ先生は奥で待っててください。

エンジ
うん！


エンジ先生は園部に促されて座る。長谷川と園部が離れたところで話す。
長谷川
ちょっと、何勝手なこと言っちゃってくれるんですか！

園部
だってあんまりじゃないか。別れを惜しんでくれる生徒が二人だけ、なんて。

長谷川
たまにはつらい現実に目を向けることも大切です。先生には正直にお話しましょう。

園部
いやややや、ちょっとだけ待って！ 俺が何とかしてみせる！


と言って園部は去る。

長谷川
どこ行くんだろう。友達でも呼んでくるのかな。

エンジ
長谷川さん！（おばあちゃんになっている）

長谷川
あ、はい！

エンジ
お昼ごはんはまだかね？

長谷川
何言ってるんですか、さっき食べたでしょ。（嫁の気持ち）

エンジ
そうかね。


間。

エンジ
やっぱりまだ食べてないと思うんだけどねえ。

長谷川
先生！ 先生はアンドロイドなんだから、お昼ごはんなんて食べません！ 
エンジ
（元に戻って）あ、そだったそだった。すっかり忘れてたよ。てへ☆

長谷川
もー、しっかりしてくださいよ。

エンジ
それはそうと、お昼ごはんいつ？

長谷川
先生……。（呆）


そこへ園部が帰ってくる。だが、頭にはカツラが乗っている。

長谷川
園部くん！

園部
（長谷川のセリフを誤魔化すように）――は僕と入れ違いでトイレに行ったよ。

エンジ
遅かったじゃない、佐藤くん。

長谷川
ええっ、こんなんで騙せてるの!?
園部
いやあ、来る途中で暴漢に襲われましてね。まあ、僕の華麗なるポクト神拳で返り討ちにしてやりましけど。アタタタター！（やっていることは北斗神拳）
エンジ
さっすがー！ （腕時計を見る）そろそろお別れ会、始めよっか。園部くんがまだだけど、時間がないんだよね。

長谷川
お急ぎですか？　分かりました。始めましょう。えー、これより、エンジ先生のお別れ会を始めます！

エン・園
イェー！（拍手）

エンジ
じゃあ、まずはプレゼント交換、かな？

長谷川
え？

エンジ
先生のお別れ会なんだから、もちろんプレゼント用意してあるんだよね？ 何かなー、楽しみだなー。
長谷川
何てがめつい……。

園部
僕からはこれを。


と言ってポケットからハンカチを取り出してエンジ先生に渡す。

エンジ
ありがとう！ ……濡れてる。

園部
あはははは！

エンジ
あはははは！ ……使い古しだね！
園部
まあまあ、そう言わずに僕の手と間接握手してください。うふふ♡

エンジ
（ハンカチを広げて、名前が書いてあるのを発見する）園部ケンシロウ？

園部
あれえ、おかしいなあ、なんでそのべくんのなまえが？ ははは……ちょっと厠へ。

愛想笑いを浮かべながら、園部去る。

エンジ
どうしたのかな、みんなしてトイレに行っちゃってさ。そんなに近いならおむつしておけばいいのに。さ、長谷川さんも、プレゼントちょーだい！

長谷川
どうしよう、まさか今さらプレゼント用意してませんでしたなんて言えないし。がめつい先生のこと、きっと目を向いて怒るに違いない！ かっこ心の声。
エンジ
長谷川さん。

長谷川
はい？

エンジ
聞こえてるよ、心の声。

長谷川
あ、ははは。

エンジ
それならそうと、正直に言えば、先生は怒ったりしないんだよ？

長谷川
すみません。

エンジ
いいっていいって。（横を向いて）プレゼントを持ってこないとはいい度胸してんじゃない！ 糞ガキが。かっこ心の声。
長谷川
聞こえてます、心の声。

そこへ園部が戻ってくる。別のカツラ（アフロなど）をかぶっている。

園部
はっはっは、すっかり遅れてしまいました。

エンジ
あ、鈴木くん。いらっしゃい。

長谷川
園部……じゃない、鈴木くん！ 遅かったですね！

園部
いやあ、来る途中に宇宙人に襲われましてね。まあ、僕はスーパーヤサイ人になって撃退しましたけど。パメパメパー！（やっていることはかめはめ波）
エンジ
だからそんな頭なんだね！

園部
ええ、余韻ですよ。

長谷川
余韻って……。

エンジ
余韻かあ……。先生も、余韻に浸りたいな。ねえ、昔話しようよ！
長谷川
むかーしむかし、おじいさんとおばあさんが……。

エンジ
どんぶらこっことおじいさんが流れてきました……って、そうじゃなくて！

長谷川
流れてくるのは大きな桃ですよ。
園部
マジレス来た。

エンジ
あのね、思い出話がしたいんだ。先生とみんなの。

長谷川
思い出話、ですか。

エンジ
うん。新クラス初めてのホームルームの時のこと、とか。

エンジ先生が回想する。長谷川と園部は、他の生徒としてエンジ先生を見ている。
エンジ
みなさーん、おはようございまーす！ 今日から担任になった、エンジ先生だよー！

長谷川
エンジ先生サイコー！

園部
エンジ先生の、素敵な一発芸を見せてください！

エンジ
えー、一発芸、見たいの？ そこまで言うならいいよ。じゃあ、一発芸行きまーす！ 一人エグザイル。（一人で腰を落として上半身を回す）

長谷川
エンジ先生いかしてるー！

園部
エンジ先生ばんざーい！

回想終了。

エンジ
いやーん、先生ったら人気者で困っちゃう☆
園部
記憶、美化されてるよな。

長谷川
ええ。実際は……。


生徒二人の回想。長谷川と園部は、他の生徒としてエンジ先生を見ている

エンジ
みなさーん、おはようございまーす！ 今日から担任になった、エンジ先生だよー！

長谷川
エンジ先生とか、マジ最悪。

園部
エンジ先生って、変な一発芸を見せつけてくるんだってね。

エンジ
えー、一発芸、見たいの？ そこまで言うならいいよ。じゃあ、一発芸行きまーす！ 一人エグザイル。（一人で腰を落として上半身を回す）

長谷川
エンジ先生イカれてる。

園部
エンジ先生ウザーい。

回想終了。

園部
こんなんだったよな。

長谷川
やっぱりエンジ先生、ボケちゃってるんですね。

エンジ
あとー、教室の壁紙張り替えたことあったよね！ 緑のやつに。
長谷川
カビのことですか？

エンジ
よく、教室で粉雪降ったよね。きれいだったなー。

園部
チョークの粉ですよね、それ。

エンジ
先生はいつでも人気者で、よく靴の中にプレゼント入ってたんだ！ 金色で綺麗なやつ。

長谷川
画鋲じゃないですか！

エンジ
（むきになって）違うよ！

間。

エンジ
あれはプレゼントなの！ そういうことにしておいて。せっかく夢見てるんだから、ずっと夢見せてよ。先生、もうすぐ廃棄されるんだからさ。

園部
え？

エンジ
先生、もう壊れちゃってるんだ。修理できないくらいに。だから退職して、廃棄される。今日が最後の一日なんだよね。
園部
嘘だ、エンジ先生が廃棄されるなんて……。

園部が頭を抱えて膝をつく。カツラが取れる。

園部
あ……。頭皮がー！ 頭皮がはがれたー！

エンジ
もういいよ、園部くん。
園部
エンジ先生……。

エンジ
先生は何でもお見通しだよ。見た目は子供、頭脳は大人、その名は、名探偵タナカ！ ってね。

長谷川
タナカって誰ですか！

エンジ
ありがとね、園部くん。気、使わせちゃったね。

園部
いえ、そんな……。変装が好きなだけですよ。
エンジ
さ、仕切りなおして、最後の授業と行きますか！ 廃棄されたアンドロイドは、どうなるでしょうか！ はい、長谷川さん！
長谷川
え、えっと、漬物石として使われる！
エンジ
ぶー！
長谷川
えっ、うちではそうしてたのに。

園部
マジかよ。

エンジ
正解は、リサイクルされる、でした！
長谷川
リサイクル？ それは、別のアンドロイドとして生まれ変わるってことですか？

エンジ
ううん。金属ごとに溶かされて、材料として売られる。何の材料になるかは、選べないんだ。
園部
それって……先生、死んじゃうってことですよね？

エンジ
やだー、何言ってるの園部くん。死んだりしないよ。だって先生はアンドロイドなんだから。


エンジ先生は腕時計を見る。

エンジ
そろそろ時間だ。行かなくちゃ。


少し歩いて止まる。エンジ先生は、生徒たちに背を向けたまま、静かに語り出す。
エンジ
教師って、やっぱりいいよね。先生、子供好きなんだ。

園部
何言ってるんですか、エンジ先生なんて、幼稚園児じゃないですか。
エンジ
先生は、偽物だよ。形だけ。ほら、最近の子って、将来に対して希望を持てない子が多いって言うじゃない？ 先生をデザインした人は、そんな社会に対抗してこんな造形にしたんだって。見た目を幼稚園児にしたって、中身は先生なのにね。
園部
先生は十分若いですよ！
エンジ
あらー、ありがと！ でも、先生は成長しないし、電子頭脳の情報処理能力には限界があるから、無限の可能性を持ってるわけでもない。だからかな、子供が好きなのは。人は自分にないものに憧れるって言うもんね。

エンジ先生は振り返って生徒たちの方を向く。

エンジ
これから先生は、冷蔵庫になるかも知れないし、カンカンになるかも知れないし、ダンベルになるかも知れない。でも、きっといつか教師型アンドロイドになって帰ってくる。これは先生の夢。（長谷川を見る）……無理だって顔してるね。でも、アンドロイドだって夢を見たいんだよ。
長谷川
ええ。頑張って夢、叶えてください。
エンジ
うん。ねえ、お別れのプレゼントあげる。手ぇ出して、目ぇつぶって。


エンジ先生は長谷川の手のひらを覗き込む。

エンジ
おえ～。（何かを吐く）

長谷川
うわあ！（びっくりして目を開ける）何ですか、これ！
エンジ
先生の脳みその一部。
長谷川
ひええ！

エンジ
と言っても、もう機能停止した電子頭脳の破片だよ。先生が存在していた証拠に、持っていてほしいの。
長谷川
は、はい。祟られないように、家で祀っておきます。

園部
先生、俺にはプレゼントくれないんですか？

エンジ
園部くんには、これ。先生の悩殺写真だよ♡

園部
おおおお！

エンジ
じゃあ、今度こそ、行くね。もう回収車が来てるみたいだし。

長谷川
先生……。

エンジ
今日は、お別れ会開いてくれてありがとう！ ばいばいきーん！


エンジ先生去る。

長谷川
言えば良かった。
園部
何を？

長谷川
私も、きっと夢を見たかったんです。いつも希望に満ちた子供たち、嫌いだったんじゃなくて、本当は羨ましかっただけ。エンジ先生は、確かに夢見がちで、ちょっとウザかったけど……私は、エンジ先生のこと嫌いじゃなかったって、言えば良かった。
園部
うん。……俺も、言っておけば良かったな。

長谷川
何を？

園部
実は俺、園部に変装したタナカなんだよね。

長谷川
え。


エンディングの曲が流れる。


園部（？）を問い詰める長谷川と、取り繕う園部（？）。そのまま幕。

あるいは、二人ストップモーションで、照明がフェードアウト。
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